
書
評
・
図
書
紹
介

多
田
顕

著

『
武
士
道
の
倫
理

山
鹿
素
行
の
場
合

』
豊

嶋

建

広

本
書
は
、
多
田
顕
氏
に
よ
る
「
武
士
道
の
倫
理

山
鹿
素

行
の
場
合

」
お
よ
び
編
者
で
あ
る
永
安
幸
正
氏
の
「
二
つ
の

武
士
道

山
鹿
素
行
と
新
渡
戸
稲
造

」
か
ら
な
る
。「
武

士
道
の
倫
理
」
の
内
容
は
、
多
田
顕
氏
の
山
鹿
素
行
の
倫
理
と
政

治
経
済
に
関
す
る
三
論
文
が
ま
と
め
ら
れ
た
倫
理
学
と
政
治
経
済

論
の
体
系
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
武
士
階
級
の
倫
理
道
徳
に
加
え
、

藩
お
よ
び
幕
府
の
経
営
に
関
す
る
指
針
が
説
か
れ
て
い
る
。「
編

者
解
説

二
つ
の
武
士
道

山
鹿
素
行
と
新
渡
戸
稲
造

」

で
は
、
山
鹿
素
行
と
新
渡
戸
稲
造
の
武
士
道
の
解
説
、
双
方
の
武

士
道
の
徹
底
し
た
比
較
検
討
、
そ
し
て
武
士
道
を
現
代
に
活
か
す

道
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
読
み
や
す
い
よ
う
に
漢
字
に

ル
ビ
が
施
さ
れ
、
改
行
・
行
空
け
・
句
読
点
の
加
筆
な
ど
の
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
後
、「
武
士
道
の
倫
理

山
鹿
素
行
の

場
合

」、「
二
つ
の
武
士
道

山
鹿
素
行
と
新
渡
戸
稲
造

」

に
つ
い
て
著
者
達
の
主
張
を
中
心
に
み
て
い
こ
う
。

武
士
道
の
倫
理

山
鹿
素
行
の
場
合

」
の
第
一
編
は

「
山
鹿
素
行
の
武
士
道
体
系
」
で
あ
る
。
山
鹿
素
行
は
、
江
戸
時

代
前
期
の
民
間
儒
学
者
で
あ
り
、
古
学
の
最
初
の
提
唱
者
お
よ
び

兵
学
者
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、「
素
行
の
功
績
の
一
つ
は
、

兵
学
を
単
な
る
戦
闘
術
か
ら
修
身
・
斎
家
・
治
国
・
平
天
下
の
経

世
の
学
に
高
め
、
兵
儒
一
致
の
新
し
い
武
士
道
を
完
成
さ
せ
た
こ

と
に
あ
る
」。
そ
の
武
士
道
と
は
「
江
戸
期
太
平
の
世
に
お
い
て
、

戦
国
武
士
道
と
は
異
な
っ
た
士
道
即
ち
君
子
道
と
い
う
儒
教
々
理

に
基
づ
く
新
し
い
武
士
道
で
あ
る
」。
そ
し
て
「
素
行
は
、
武
士

が
不
生
産
階
級
で
あ
り
な
が
ら
、
生
産
階
級
で
あ
る
農
工
商
の
三

階
級
に
対
す
る
支
配
階
級
で
あ
る
と
い
う
自
覚
の
必
要
性
、
武
士

は
文
武
両
道
を
お
さ
め
て
人
倫
即
ち
五
倫
（
人
と
し
て
の
在
り

方
、
行
為
の
仕
方
）
を
実
践
す
べ
く
努
力
し
、
三
民
（
農
工
商
）

の
師
表
と
な
る
こ
と
の
重
要
性
を
力
説
し
た
」。

第
二
編
の
「
武
家
社
会
の
国
家
と
郷
土
造
り

政
治
経
済

倫
理

」
は
、
素
行
の
政
治
経
済
倫
理
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。

著
者
は
「
素
行
の
政
治
経
済
論
は
、
単
に
事
実
を
述
べ
る
の
で
は

な
く
、
倫
理
と
い
う
観
点
を
導
入
し
て
、
孔
子
孟
子
な
ど
、
古
代

の
儒
教
の
理
想
と
す
る
国
家
社
会
と
、
指
導
者
の
特
性
と
実
行
す

べ
き
事
柄
の
枢
要
点
を
描
写
す
る
政
治
経
済
倫
理
で
も
あ
り
、
国



家
全
体
と
、
藩
と
い
う
郷
土
と
、
家
の
倫
理
と
、
リ
ー
ダ
ー
の
備

え
る
べ
き
特
性
を
探
求
し
て
い
る
」
と
主
張
す
る
。

第
三
編
で
は
、「
義
利
の
論
と
私
益
公
益
論

素
行
と
ス
ミ

ス
の
比
較
」
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、「『
私
益
と
公
益
の
調

和
』
の
問
題
は
、
経
済
に
と
っ
て
、
時
代
・
体
制
を
越
え
た
永
遠

の
課
題
で
あ
り
、
素
行
の
緒
論
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
共
に
今

日
省
み
ら
れ
る
に
値
す
る
も
の
を
持
っ
て
い
る
」。
そ
し
て
「
ス

ミ
ス
の
『
国
富
論
』
に
お
け
る
楽
観
的
な
私
益
公
益
一
致
論
に
対

し
て
、
素
行
は
私
利
を
是
認
し
、
こ
れ
に
積
極
的
意
義
を
付
与
し

て
い
る
が
、
私
益
即
公
益
と
は
肯
定
し
て
は
お
ら
ず
、
後
天
的
な

教
育
に
よ
り
利
欲
が
節
せ
ら
れ
、
方
向
づ
け
ら
れ
高
め
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
義
（
公
益
）
と
利
（
私
益
）
と
が
一
致
す
る
と
説
い

て
い
る
」。

二
つ
の
武
士
道

山
鹿
素
行
と
新
渡
戸
稲
造

」
の
一

〜
二
で
は
「
山
鹿
武
士
道
の
全
体
構
成
と
そ
の
倫
理
の
内
実
」
が

記
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、「
山
鹿
素
行
の
武
士
道
論
は
、
古
代

儒
教
流
の
武
士
道
で
あ
り
、
仏
教
的
要
素
は
で
き
る
限
り
排
除
さ

れ
、
神
道
的
な
要
素
は
、
理
論
の
核
心
部
分
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
な
い
」
と
特
徴
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
「
素
行
の
武
士
道
は
、

政
治
経
済
学
を
そ
の
一
部
に
包
む
も
の
と
し
て
の
武
士
道
の
体
系

で
あ
り
、
国
家
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
学
と
し
て
の
君
道
（
君
主
・
君

子
の
踏
む
べ
き
道
）
を
含
ん
で
い
る
」、
そ
し
て
「
江
戸
時
代
の

君
主
の
道
と
は
、
政
治
行
政
の
全
体
系
を
扱
う
も
の
で
あ
り
、
農

工
商
と
武
士
か
ら
な
る
四
民
の
福
利
と
安
寧
を
実
現
す
る
任
務
を

達
す
る
た
め
に
存
在
す
る
」
と
解
釈
す
る
。

三
、「
新
渡
戸
稲
造
『
武
士
道
』
の
場
合
」
に
お
い
て
は
、
著

者
の
新
渡
戸
武
士
道
に
つ
い
て
の
見
解
が
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ

て
い
る
。「
新
渡
戸
武
士
道
は
平
時
と
な
っ
た
江
戸
時
代
に
成
立

し
た
武
士
道
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
武
士
と
い
う
社
会
階
級
そ

の
も
の
が
地
上
か
ら
消
え
て
居
な
く
な
っ
た
明
治
時
代
、
一
つ
の

道
徳
体
系
と
し
て
回
顧
さ
れ
反
省
さ
れ
た
武
士
道
論
で
あ
り
、
そ

れ
は
新
た
な
精
神
（
キ
リ
ス
ト
教
）
の
土
台
の
上
に
養
育
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
武
士
道
論
で
あ
る
」
と
。

四
、「
武
士
道
の
比
較
論
へ
」
に
お
い
て
は
、
山
鹿
武
士
道
に

よ
っ
て
語
ら
れ
、
新
渡
戸
武
士
道
に
よ
っ
て
語
ら
れ
な
か
っ
た

「
孝
」
に
つ
い
て
、
著
者
は
多
く
の
紙
面
を
割
い
て
い
る
。
そ
の

中
で
著
者
は
「
新
渡
戸
武
士
道
に
は
、
忠
（
義
）
の
解
説
は
行
わ

れ
る
も
、
孝
（
行
）
に
つ
い
て
は
解
説
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
武

士
道
で
は
『
孝
と
忠
は
一
貫
す
る
』
と
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
新
渡
戸
博
士
が
武
士
道
の
中
核
と
し
て
重
視
し
た
主
君
へ
の

『
忠
義
』
は
、
そ
れ
ゆ
え
孝
を
抜
き
に
は
行
わ
れ
な
い
」
と
指
摘

し
、「
新
渡
戸
博
士
が
一
八
九
九
年
の
『
武
士
道
』
に
お
い
て
、

孝
行
論
を
無
視
し
た
の
は
、
一
大
欠
落
で
あ
り
、
山
鹿
素
行
に
よ

る
本
物
の
武
士
道
を
繙
く
こ
と
を
通
じ
て
、
こ
の
欠
落
を
乗
り
越

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。

五
、「
武
士
道
を
活
か
す
道
」
に
お
け
る
、
著
者
の
論
は
こ
う
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で
あ
る
。「
新
渡
戸
博
士
の
武
士
道
は
世
界
宗
教
、
殊
に
キ
リ
ス

ト
教
に
よ
る
基
礎
づ
け
な
し
に
は
、
も
は
や
現
代
に
活
き
な
い
。

し
か
し
、
武
士
道
は
、
古
代
に
芽
生
え
、
日
本
の
歴
史
の
異
な
る

段
階
を
貫
通
し
て
、
現
代
に
も
、
さ
ら
に
将
来
に
役
立
つ
文
化
要

素
を
豊
か
に
蓄
え
て
い
る
」。
さ
ら
に
著
者
は
「
明
治
維
新
で
身

分
と
し
て
の
武
士
階
級
が
消
滅
し
た
以
後
も
、
神
道
的
、
仏
教

的
、
儒
教
（
道
教
）
的
な
武
士
道
が
、
普
遍
的
な
人
間
の
思
想
と

し
て
、
か
つ
修
養
と
し
て
、
道
徳
と
し
て
存
続
し
得
る
根
拠
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
問
い
か
け
て
い
る
。

本
書
は
武
道
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
ま

さ
に
目
か
ら
鱗
の
一
冊
で
あ
る
。
各
界
の
リ
ー
ダ
ー
、
武
道
関
係

者
に
は
ぜ
ひ
一
読
を
お
勧
め
す
る
。


